
　多久中央公民館において、多久市社会福祉大会を開催し、当日は、130名の方にご来場いただき
ました。第１部式典では、社会福祉事業や地域福祉活動等に功績のあった４名、１団体の表彰を行
いました。表彰を受けられた皆さまには日頃の福祉活動について心から感謝いたしますとともに、
今後も地域でのご活躍をお祈りいたします。

華麗な栓抜き
さばき☆

事務局通信すまいる
【基本理念】
 一人一人が互いに尊重しあい、支えあって地域で安心して
暮らせる心豊かなまちづくり

多久市社会福祉大会を開催しました！

多 久 市 社 会 福 祉 協 議 会 住所：多久市北多久町大字小侍45-31
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多久市生活自立支援センター／多久市権利擁護相談支援センター
多久市ボランティア連絡協議会／多久市地域貢献推進協議会事務局
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（文責：総務課  白川）

電話：0952-75-3593　FAX：0952-75-6590　

子ども居場所づくり
フォーラムを開催しました！

第11回
1/25

1/16

多久の市街地には

現在75箇所の

ウォールアートがあります！

　子ども食堂や居場所づくりに携わっている
方をはじめ関係機関が集まり、県内外の活動
状況について報告をされました。多久市内に
は、高齢者向けの活動や団体は多いが、子ど
もや若者の居場所が少ない。多久市社協も関
わる機会が少なく、困っている子の早期発見
やニーズの把握がしずらい状況である。今
後、子どもの居場所づくりを進めていくにあ
たり、誰を対象とし、何を目的とするか改め
て検討し取り組む必要があると感じました。

　木工用ボンドを画材として使用する「ボンドアート」
の創案者冨永ボンド氏(多久市在住)に、「ボンドアート
を通じた人づくり・地域づくり」をテーマに講演をい
ただきました。また、多久市ウォールアート(壁画・シ
ャッターアート)プロジェクトの主宰を務められてお
り、まちなかの交流人口を増やすこと、
老朽化した建物の景観改善、
お洒落な街を演出し若者の
定住促進につなげ、市外から
人を呼ぶための新たな多久市
の観光資源にするために
尽力されています。

　スマイル多久女の会によるスコップを栓抜
きでたたく「スコップ三味線！」の軽快な音
で幕を開けました。

オープニング第1部 式 典

第2部 記念講演

探しに来てください！

皆様のご支援

ご協力を

よろしくお願い

いたします。


